
令和４年度　自然災害対策（BCP)【訓練】結果報告 （別紙１）

１　「地域を知る」について ２「非常食」について

総務部 ・ 避難場所が自宅より低い位置にあるので、水害の際は自宅に留まる方がよい。 ・ 簡単に作ることができ、非常時には美味しく感じると思う。

・ 住宅が密集しているため、地震時、他の家から瓦の落下に注意が必要。 ・ 水の備蓄は大切だと思う。

（東日本の時は、道路に飛んできていた） ・ アルミホイル、ラップは必要だと思った。

また、火災がおきると隣家に燃え移る恐れがある。

・ 通勤途中、川の氾濫により出勤や帰宅が難しい。

施設部 ・ 自宅近くに姿川が流れていて、近所に浸水する所がある。 ・ 思ったよりも普通のご飯だった。

・ 川が氾濫すると出勤は難しい。 ・ 水で戻す時は時間に余裕をもって。

・ 黒川が氾濫すると橋が通れなくなる。

・ 壬生方面から栃木街道にくる方法があるかな…。

・ 土砂崩れはない。

・ 黒川と思川に挟まれて陸の孤島になるかも。

・ 何本か橋があり大雨の時は氾濫したら、別ルートを考える必要あり。

・ 床下浸水の経験がある。

旧館１階 ・ 自分が住んでいる地区でも避難所等の確認はしていなかったので ・ 災害時には水道、ガス等のライフラインが止まってしまう可能性が

確認出来て良かった。 あるので、それらを使用せずに調理できる非常食はとても重要だと

・ 危険箇所については、曖昧だったので確認出来て良かった。 思った。

・ 巡回路も確認が出来た。

たんぽぽ ・ 近くに大きな川、小さな川がある為、時間差で水量が増加する可能性がある。 ・ 硬かった。

・ 山間部は土砂崩れがある為、避難時の経路に注意する。 ・ 災害時は食料の確保が困難になります。最低でも３，４日分の食料を

・ 高速道路の高架下が大雨等で浸水すると通行止めになるので、避難時の巡回路を事前に 家族人数分備蓄する。味に飽きがこないように、バリエーションを

確認する。 持たせて用意する。フルーツ缶なども日持ちするのでどうかな？

・ 家が密集しており避難時、交通渋滞や二次災害に注意。 ゴミを増やさないように、片づけも簡単に行えるものが楽。

・ 雷雨時の避難の注意。（カッパ・長靴）

鈴蘭 ・ 地震　地割れ　移動手段がなくなる。 ・ 内容、量等を把握していない。

・ 崩壊物の規模により家、家の近所だと。

・ 本人が避難してしまった場合。
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新館１階 ・ 徒歩での移動の場合、避難所まで距離がある為、靴やバックなど事前の準備が必要。 ・ 出来上がりが硬くなった。

・ 地域によって、役に立つ施設の数に差がある。 ・ 水でも作ることが出来ることが素晴らしいと思った。

・ 危険箇所により、避難所までたどり着けない場合を想定しておく ・ 水の温度、量に注意が必要。

必要がある。 ・ 少しベチャッとした

・ 災害用自販機の場所が把握できていない。また、どの自販機が災害用なのか ・ 非常食はあった方がいい、ないと困る。

分からない。 ・ もっと食べやすいものがあってもいいと思った。

・ 公衆電話が少ない。

・ 危険箇所が把握できていない。事前の確認が必要。

・ 住宅が密集していて台風が雷が落ちて家事になったら危険だ。

・ 坂がいっぱいで歩いて避難をしようとすると大変だ。

新館２階 ・ 住んでいる近くに、大雨で土砂崩れを起こした場所が２か所ある。 ・ 思った以上に美味しかった。

・ 出勤時、雨で水没してしまう所がある。（黒川、小藪川、武子川） ・ お米に「芯」も残っていなかった。

・ 用意しておく必要性はあると思う。

看護課 ・ 個々で地震の地区のハザードマップ等の確認と家族観での共有をしてもらった。 ・ 非常食＝まずいイメージであったが、食べてみるとそれ程でもなかった。

・ 常備しておく必要性を再確認した。

さつき荘在支 ・ 菊沢コミセンが避難先だが、道中杉並木があるので倒木のおそれがある。 ・ アルファ米は思ったより良かった。水でも戻せるが芯が残っていた。

・ 来るまでの避難が出来ない可能性もある。 ・ 水で戻せるのが良い。食べれるだけ文句は言えない。

北押原小学校まで災害時に、たどり着けるだろうか。 ・ 災害時に水で戻せるアルファ米は便利だと思う。

・ 家族の歩行能力低下の場合不安である。 ・ 停電、ガスが使えない時など役に立つと思う。味は仕方ないと思う。

・ 避難先が横川西小か陽南中となるが、物資等が届くであろう。 ・ ふりかけをかければ、水で戻しただけよりはおいしく食べれると思う。

・ 横川地区市民センターが田川周辺にあり、田川決壊時には水害が

予想される。

・ 職場から自宅にむけてインター通りから国道４号に入れば、徒歩での

帰宅も可能と思う。

・ 自宅から避難所が近い、避難所に行く前の間、コンビニ、公衆電話

自販機がない。

・ 自宅から避難先（北小学校、防災センター）まで徒歩や車でも

わりあい近い所にある。

・ 地域に一ヵ所クリニック、病院にも公衆電話あり。
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東包括 ・ 各地区のコミュニティセンターや小学校などが避難場所となっている。 ・ 災害時に電気やガスが使えない事を考えると、役に立つと思う。

・ 数年前の大洪水では支障がなかったが、黒川が近くを流れているため

地区内の家屋の浸水等も懸念される。

・ 山間部のため、土砂災害が懸念される

ヘルパー ・ 自治会の仮集合場所、ゴミステーションにまずは集まり、点呼を取り ・ 電気やガスを使えない事を考え、水でも出来るというのは便利で助かります。

地域の小学校へ移動する。 ・ 時間はかかりますが、不通に美味しくいただけました。

・ 各班長の先導により行う。 ・ 温かいうちは食べられるが冷めてはどうなのか。

・ 袋は所有しているとして、アルミホイルを常に所有できるか。

・ 代替（ｱﾙﾐﾎｲﾙ）は何かありますか？

和田の家 （台風や大雨による自然災害を想定して） ・ アルファ米にお湯を注ぐ際、不安定なのでやけどに注意が必要であった。

・ 職員の中には、河川近辺や山の近くに自宅がある人がおり ・ 試食をしたが臭いはあまり気にならなかったが芯が残っており、利用者が

ハザードマップにて水没や土砂災害がおこりやすい場所が 食べる場合、もっとお湯の量を増やした方が良いと思った。

避難場所になっている所もあった。 ・ 冷めても味は変化なかった。

・ 別の避難場所とルートを確認してもらう必要があった。

・ 河川近辺の職員は、出勤が難しい。また、河川近くや

洪水の可能性がある所が通勤になっている場合、違うルートも

検討し確認してもらう。

西茂呂の家 ・ さつき荘に近い職員は、さつき荘にヘルプに行ける、 ・ アルファ米を作る時に「蒸す？」「温める」など、いつものように調理器具や

行く必要があることを再認識した。 電子機器を使い作ろうとしてしまった。作り方を読んでもすぐに理解ができ

・ 日光市（旧今市市）から出勤している職員は、裏道からの出勤に なかった。職場みんなで相談しながら作ったら、そのようなことを感じた。

なるので、交通の面で障害があると考えられる。 （一つ一つ行程を確認しながら行った）１５分待っている時間がとても長く

・ 宇都宮方面・鹿沼方面から出勤する職員に関しては、各自連絡を 感じた。

取りながら自宅の安全確認をし施設の方へ向かう際は、その日の ・ ビニール袋が破けていた為お湯が漏れてしまったが、実際このようなことが

出勤者・網野・寺﨑・黒川が中心となり、指示をしていくことを 起きることも想定できた。

改めて確認できた。 ・ 癖がなく食べやすいが、少し芯が残っていた。でも非常事態だったら美味しく

・ 職員の通勤路等を共有し、危険な箇所などを再認識でき対策を 食べられると感じた。

考えるきっかけになった。 ・ 塩やのりを巻いたら美味しく食べられた。

・ 一人の職員は子供と一緒に作り、いい体験ができたと話していた。

・ パンの非常食が一般的なので、アルファ米を非常食に置いておいても良いと

感じた。
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さつきデイ ・ まめに地域の防災マップを確認した方が良いと思った。 ・ アルファ米を食べたが、味など特に気にならなかった。

・ 今回の事で再確認することができた。 ・ 非常食の消費期限の確認が必要。

・ 避難所までの経路で危険な場所もあることが分かった。

西茂呂デイ ・ 避難場所を改めて確認した。 ・ 臭いが気になったが、非常食としては有効だと思う。

・ 近くの川の危険性を理解した。 ・ よく開発したと思う。

・ 始めて自分の居住地域のハザードマップを知った。 ・ 思っていたより食べられた。

・ 地域の危険箇所を理解することが出来た。 ・ 子どもでも作れるので良い。

・ 地域の危険箇所を始めて知った。 ・ いざとなったら食べるしかないので食べます。

・ 近くの避難場所はわかっていたが、他にも多くの場所が指定されていることを知った。 ・ 白玉だんごのような臭いが気になった。市販品を試したら臭いもなく

食べやすかったです。

ケアハウス

LSA ・ 指定避難所になっている高校までは、普通の状況であれば ・ アルファ米はお湯を用意できない時は水でも出来るので良いと思う。

徒歩１５～２０分だが、夜間であったり水害だったり停電した ただ、正直、非常食だけに難色も続いたら辛いかなと。

場合、足元の安全の確保が難しい箇所がある。 ・ 非常時になったら、そんな事を言ってられないが…。

・ 普段はほぼ水がないような用水路が大雨の時は、あふれる ・ 食糧がない時は助かる。

可能性がある。

・ 指定避難所のコミセンまでの道中、踏切があり道路も狭く

木の枝が多い。視界が悪い。

保育園 ・ 冠水の心配 ・ 災害が起きてしまった時に、子ども、入居者等の身を守る手段として

　鹿沼市工業団地　茂呂高速道路下 必要不可欠な物。

　上野町アンダー

　西片町　高速道路下

　武子川

・ 白桑田　鹿沼街道から保育園　道路の凍結
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【その他】

　・スターターキットの不足分に関しては、各事業所に配布済

　　スターターキットにエプロンを４箱希望されている部署がありましたが、必要時にお持ちします。

　　追加希望でキッチンペーパー（エプロン、口拭き、洗顔）を希望している部署がありましたが、

　　食事用のエプロン　→　袖なしエプロン

　　口拭き　→　ノンアルコールウエットティッシュ

　　洗顔　→　ドライタオル

　　以上の対応となりますので、キッチンペーパーの購入は行いません。

　・食器類等はどのくらいあるのか　→　備蓄品リストに記載されておりますのでご覧ください。

　・水分補給において紙コップが柔らかくなってしまう　→　災害時を想定して使用してもらう物なので、コップに入れる時間を調整するか。

　　　柔らかくなってしまった場合は２重にするか。で対応していただきたいと思います。

　・トイレ対策グッズはどうなっているか　→　備蓄品リストに記載されておりますのでご覧ください。

　・防護服Lサイズ　→　現在購入しているのはフリーサイズとなっています。

　・複数の事業所があるため、備蓄を各事業所単位で持った方かよいのかどうか　→　保管場所の関係で現在は難しいと思われる。また、管理する時間を各事業所で持てないのではないか。

　　通常使用以外の管理（在庫数の確認と発注管理）となるので、各事業所で出来るというのであれば可能　→　各事業所にてご検討下さい。

　　検討後、自事業所にて管理を行う場合は総務部までお知らせください。


